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【背景・目的】 

バングラデシュでは小児の低栄養がいまだ多い一方、生活習慣病の増加も著しい。2型糖

尿病（DM）の有病率は 10％と報告されているが小児の統計はない。今回の研究では、農村

部の 10～19 歳の住人の DM の有病率・危険因子を検討した。 

 

【対象・方法】 

調査は共同研究機関の icddr,bの人口動態調査地域で 2017～2018 年に行った。対象者は

無作為抽出した 10～19 歳の住人 360 名。322 名に身体計測・質問票調査を行った。298 名

を早朝尿糖・毛細管血による空腹時血糖と HbA1c・食事後 2時間までの尿糖の有無・妊娠で

スクリーニング後、異常の認められた 60 名のうち 54 名にブドウ糖負荷試験（OGTT）を行

った。また 2001 年・2016年の 5歳児及び 2005年の 9歳児の体格、2018年の新生児の出生

時体重のデータを日本の成長曲線で検討した。 

 

【結果】 

OGTTで DMはなく、境界型 DMが 43名（14.4%）あった。境界型 DMの女児は、腹囲・腰囲

が有意に低かった。他に危険因子はなかった。2001年の 5歳児・2005年の 9歳児は、身長

-1.5SD に対し体重は-2SDと体重 SDが身長より低かった。2015 年の 5歳児も身長-0.5SDに

比し、体重は-1SD と身長 SD より低かった。2017 年の 10～16 歳児は、体重 SD が-１SD と

身長の SD と同じであった。新生児の出生時体重は 2900g と日本とほぼ同じであったが、

2500g未満で出生する割合は日本の 2倍の約 20％であった。 

 

【結論】 

10 代住人の境界型 DM の危険因子は、幼少期のやせと 10 歳以降の普通体格、低出生体重

児の多さに起因するのかもしれない。 

  


